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報告

念
の
浮
上
以
降
、
地
域
、
語
圏
、
時
代
を
超
え
た
文
学
研
究
が
求
め
ら
れ

つ
つ
あ
る
。
何
人
か
が
持
ち
寄
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
と
に
議
論
を
進
め

た
。
人
の
移
動
と
創
作
、
そ
こ
に
否
応
な
し
に
働
く
力
学
、
ま
た
、
文
学

そ
の
も
の
の
移
動
で
も
あ
る
翻
訳
（
行
為
）
な
ど
が
概
ね
共
有
す
る
問
題

群
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
最
終
的
に
、
研
究
会
の
名
称
を
「
文
学
の
移
動
／

移
動
の
文
学
」
と
す
る
こ
と
で
話
は
ま
と
ま
っ
た
。

　
そ
の
後
、
や
は
り
会
議
の
な
い
水
曜
日
を
狙
っ
て
第
一
回
の
研
究
会
が

企
画
さ
れ
た
。
一
月
の
終
わ
り
だ
っ
た
。
そ
し
て
年
度
が
改
ま
り
、
二
度

目
の
研
究
会
が
催
さ
れ
た
。
報
告
者
と
タ
イ
ト
ル
は
先
に
掲
げ
た
と
お
り

で
あ
る
。
合
計
五
名
の
発
表
で
、
地
域
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ロ
シ
ア
、
ア
ジ

ア
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
文
学
が
、
時
代
も
十
八
世
紀
か
ら
二
十
一
世
紀

ま
で
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
発
表
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
総
合
文

化
研
究
」
の
ど
こ
か
、
あ
る
い
は
別
の
雑
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
は

ず
な
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
筆
者
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
文
学
が
専
門
だ
が
、
そ
の
成
り
立
ち
か
ら

し
て
、
欧
米
文
学
と
同
じ
程
度
に
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
文
学
と
つ
な
が

り
が
あ
っ
て
、
地
域
研
究
的
な
側
面
も
強
い
。
と
言
い
な
が
ら
も
、
ア
ジ

ア
や
ア
フ
リ
カ
地
域
の
研
究
者
と
意
見
を
フ
ラ
ッ
ト
に
交
わ
す
機
会
は

な
か
な
か
な
い
。
な
の
で
、
こ
う
い
う
研
究
会
が
発
足
し
た
こ
と
は
嬉
し

い
。
発
表
を
聞
い
て
い
る
と
、自
分
が
も
し
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
な
く
、

文
学
の
移
動
／
移
動
の
文
学

報
告

　
久
野
量
一

　
第
一
回

　
二
〇
一
六
年
一
月
二
七
日
（
水
）

　
報
告
者

　
　

　
久
野
量
一
「
ポ
ス
ト
ソ
連
時
代
の
キ
ュ
ー
バ
文
学

─
ア
ナ
・
リ
デ
ィ

　
　
　
　
　
　
ア
・
ベ
ガ
・
セ
ロ
ー
バ
ほ
か
」

　
和
田
忠
彦
「
イ
タ
ロ・カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ

─
旅
す
る
作
家
、旅
す
る
書
物
」

　
沼
野
恭
子
「
リ
ュ
ド
ミ
ラ
・
ペ
ト
ル
シ
ェ
フ
ス
カ
ヤ

─
異
次
元
へ
の

　
　
　
　
　
　
移
動
」

　
第
二
回

　
二
〇
一
六
年
七
月
六
日
（
水
）

   

報
告
者

　
　

　
野
平
宗
弘
「
漢
詩
集
『
北
行
雑
録
』
写
本
か
ら
推
測
す
る
阮
攸
（
グ
エ

　
　
　
　
　
　
ン
・
ズ
ー
）の
北
使
燕
行（
一
八
一
三
─
一
八
一
四
年
）　
経
路
」

　
丹
羽
京
子
「
根
無
し
草
と
し
て
生
き
る

─
シ
ョ
イ
ヨ
ド
・
ワ
リ
ウ
ッ

　
　
　
　
　
　
ラ
ー
と
『
赤
い
シ
ャ
ー
ル
ー
』」

　
二
〇
一
五
年
十
一
月
の
あ
る
水
曜
日
、
会
議
の
間
隙
を
縫
っ
て
総
合
文

化
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
た
。
新
し
い
研
究
会
の
立
ち
上
げ
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
う
た
め
で
あ
る
。
今
か
ら
思
え
ば
謀
議
の
よ
う
な
も

の
だ
。
将
来
の
競
争
的
資
金
獲
得
も
睨
み
つ
つ
、
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
の

多
く
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
テ
ー
マ
は
何
だ
ろ
う
か
。「
世
界
文
学
」
概
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他
の
語
圏
の
文
学
を
読
ん
で
い
た
ら
ど
ん
な
風
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か

と
想
像
が
膨
ら
ん
で
く
る
。
自
分
は
な
ぜ
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
に
惹
か

れ
た
の
だ
ろ
う
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
文
学
を
読
ま
な
い
自
分
は
今
の
自

分
と
ど
の
く
ら
い
違
っ
て
ど
の
く
ら
い
同
じ
な
の
だ
ろ
う
か
？  

そ
ん
な

楽
し
み
を
与
え
て
く
れ
る
三
回
目
の
研
究
会
が
企
画
で
き
な
か
っ
た
の

は
残
念
だ
。
ぜ
ひ
来
年
度
以
降
も
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
。


